
演技の後でひと安心 ９月29日　保育所運動会にて　

あなたの声を議会に！ 電話 0555-25-2121、ＦＡＸ0555-20-2015、Ｅメール gikai@town.nishikatsura.yamanashi.jpまで

インターネットで議会を傍聴して下さい。http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp/gikai/default.htm

第34号
平成13年10月24日発行

議会を傍聴
しましょう

１階の議会事務局で受付
していただくと、誰でも
傍聴できます。

平成12年度一般会計決算賛成討論・監査報告 ……………………２、３

９月定例会議案審査………………………………………………４～６
○町公共物管理条例の制定（法律等の適用・準用のない里道、水路等
の国有財産が町に譲与され、町が管理する事になります。）

○平成12年度一般会計決算

町長所信表明・重点施策の事業執行状況を説明 …………………８、９

一般質問・前田議員（町情報公開条例の制定時期と開示の内容は、町道
宮下中野線の拡幅、歩道の設置、道路の付替えは） 10、11

地域で活躍する団体を訪ねて（町文化協会西桂コール）………………15



－2－－2－

平成12年度 一般会計決算
歳入 25億4千173万6千922円
歳出 24億9千727万9千069円

平成13年9月定例会本議会

平
成
12
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
は
、
歳
入
25
億
４
千

１
７
３
万
６
千
９
２
２
円
、
歳

出
総
額
24
億
９
千
７
２
７
万
９

千
69
円
と
、
昨
年
度
と
比
較
し

て
、
歳
入
12
・
８
％
の
増
、
歳

出
17
・
３
％
の
増
で
す
。

特
徴
は
、
歳
入
歳
出
差
引
額

よ
り
繰
越
明
許
費
繰
越
額
４
６

７
万
４
千
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
が
３
千
９
７
８
万
３

千
８
５
３
円
と
な
り
、
実
質
収

支
比
率
が
３
・
１
％
と
な
り
ま

す
。
歳
入
歳
出
と
も
対
前
年
度

伸
び
率
が
10
％
を
大
き
く
超
え

る
大
型
決
算
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

実
質
収
支
比
率
が
改
善
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
町
税
の
収
納
状
況

の
数
値
を
把
握
し
て
お
り
、
国

庫
補
助
を
取
り
入
れ
た
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業
の

執
行
状
況
の
把
握
が
十
分
な
さ

れ
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
は
、
実
質
収

支
額
の
大
幅
な
改
善
と
と
も
に
、

全
て
の
事
業
が
適
正
に
執
行
さ

れ
、
高
く
評
価
し
ま
す
。
財
政

力
指
数
、
経
常
収
支
比
率
、
公

債
費
負
担
比
率
は
、
概
ね
良
好

で
あ
り
、
町
債
の
借
り
入
れ
を

抑
制
し
、
国
県
補
助
事
業
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
堅
実
な
行

財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
施

設
が
完
成
し
、
特
別
会
計
で
は
、

公
共
下
水
道
整
備
、
新
高
区
配

水
池
建
設
が
順
調
に
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
ふ
れ

あ
い
館
等
諸
施
設
の
維
持
管
理

に
多
額
の
費
用
が
予
想
さ
れ
、

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
町
長
始
め
全
職
員

の
更
な
る
ご
努
力
を
お
願
い
し
、

賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

監
査
委
員
を
代
表
し
て
、
平

成
12
年
度
監
査
報
告
を
申
し
上

げ
ま
す
。

７
会
計
決
算
を
慎
重
に
審
査

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
関
係
諸
帳

簿
及
び
書
類
等
よ
く
符
合
し
て
、

間
違
い
な
く
適
正
に
執
行
さ
れ
、

合
わ
せ
て
財
務
に
関
す
る
事
務

監
査
を
行
い
全
体
と
し
て
良
好

に
処
理
さ
れ
て
い
る
事
を
認
め

る
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
努

力
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

監
査
に
基
づ
い
て
の
意
見

①
一
般
会
計
財
政
状
況

収
支
に
つ
い
て
は
、
25
億
円

と
い
う
超
大
型
決
算
で
、
実
質

収
支
比
率
が
３
・
１
％
と
正
常

な
数
値
に
な
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
こ
の
精
度
を
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

財
政
分
析
指
標
の
公
債
費
比

率
は
７
・
８
％
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
公
債
費
比
率
に
付
随
し
て
、

起
債
制
限
比
率
も
４
・
８
％
と
、

両
方
と
も
す
ば
ら
し
い
数
値
に

な
っ
て
お
り
、
な
る
べ
く
借
金

を
し
な
い
、
健
全
経
営
と
い
う

姿
勢
が
こ
の
数
値
に
全
面
的
に

出
て
お
り
、
山
梨
県
下
で
は
ト

ッ
プ
の
位
置
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
は
平
成
11
年

度
70
・
６
％
、
平
成
12
年
度
70
・

９
％
と
、
数
字
を
見
る
と
硬
直

化
と
受
け
取
れ
ま
す
が
、
大
型

の
工
事
を
し
た
関
係
で
、
国
県

等
の
補
助
金
、
特
財
を
使
っ
て

お
り
、
一
般
財
源
を
使
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
何
ら
問
題
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

将
来
に
渡
る
財
政
負
担
で
は
、

低
い
ほ
ど
良
い
わ
け
で
す
。

19
・
８
か
ら
27
・
２
と
数
字
的

に
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

過
去
に
お
い
て
利
率
の
高
い
縁

故
債
に
つ
い
て
減
債
基
金
を
取

り
崩
し
て
措
置
し
、
積
極
的
な

折
衝
努
力
に
よ
っ
て
将
来
に
備

え
た
点
、
高
く
評
価
を
し
ま
す
。

次
に
性
質
別
歳
出
に
つ
い
て
、

義
務
的
経
費
、
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
、
こ
れ
は
努
力
し

て
も
下
が
る
要
素
は
な
く
、
今

後
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
大
型
事
業
も
稼
動
し
、
当
然
、

運
営
経
費
等
の
増
大
が
予
想
さ

れ
、
運
営
に
あ
た
っ
て
重
要
な

時
期
に
な
り
、
安
易
に
一
般
会

計
の
繰
入
金
に
頼
る
こ
と
な
く
、

英
知
を
絞
っ
て
、
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
特
別
会
計
の
財
政
運
営

に
注
意
を
お
願
い
し
た
い
。

委
託
料
の
推
移
で
は
、
Ｏ
Ａ

機
器
の
導
入
に
伴
い
、
委
託

料
・
保
守
料
が
急
激
に
増
え
、

物
件
費
に
占
め
る
割
合
が
非
常

に
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、
Ｏ

Ａ
機
器
も
順
調
に
導
入
さ
れ
て

お
り
、
コ
ス
ト
も
下
が
っ
て
、

減
額
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

②
町
税
に
つ
い
て

現
年
度
分
の
徴
収
率
は
非
常

に
良
い
け
れ
ど
、
滞
納
者
へ
の

折
衝
収
納
に
踏
み
込
み
が
感

じ
ら
れ
な
い
。
全
庁
的
な
問
題

小林隆芳 議員

渡辺卓三 監査委員

一
般
会
計
賛
成
討
論

監
査
委
員
報
告

数
値
良
好
に
つ
き
引
き
続
き
努
力
を�

� 財
源
確
保
の
た
め
経
常
経
費
削
減
を

財
源
確
保
の
た
め
経
常
経
費
削
減
を�

数
値
良
好
に
つ
き
引
き
続
き
努
力
を�

� 財
源
確
保
の
た
め
経
常
経
費
削
減
を

財
源
確
保
の
た
め
経
常
経
費
削
減
を�
財
源
確
保
の
た
め
経
常
経
費
削
減
を�

数
値
良
好
に
つ
き
引
き
続
き
努
力
を

数
値
良
好
に
つ
き
引
き
続
き
努
力
を�

� 財
源
確
保
の
た
め
経
常
経
費
削
減
を�

数
値
良
好
に
つ
き
引
き
続
き
努
力
を

数
値
良
好
に
つ
き
引
き
続
き
努
力
を�

�

数
値
良
好
に
つ
き
引
き
続
き
努
力
を�

財
源
確
保
の
た
め
経
常
経
費
削
減
を�
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と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

国
保
税
も
町
税
と
ま
っ
た
く
同

じ
で
、
徴
収
対
策
を
講
ず
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

③
簡
易
水
道
特
別
会
計

当
町
の
場
合
、
一
般
会
計
か

ら
の
多
額
な
繰
入
金
が
計
上
さ

れ
て
い
る
の
で
、
受
益
者
の
理

解
を
得
て
、
適
正
な
水
道
料
金

を
設
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
町
の
行
政
改
革

分
か
り
や
す
く
行
政
改
革
を

組
ん
で
、
Ｏ
Ａ
化
部
門
、
実
務

的
部
門
で
も
大
い
に
生
か
さ
れ
、

物
件
費
の
軽
減
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

⑤
実
務
検
査
に
つ
い
て

各
会
計
の
事
務
処
理
が
適
切

に
行
わ
れ
、
前
年
度
よ
り
あ
ら

ゆ
る
面
で
改
善
が
見
ら
れ
、
監

査
事
務
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

特
に
指
摘
す
る
事
項
も
な
く
、

こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
事
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
ご
努
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
、
平
成
12

年
度
の
監
査
報
告
並
び
に
意
見

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町民一人あたり
このように
使われました

平成 12 年度

一般会計決算

物 件 費

8万4千785円

10月1日 町人口 4千976人

事務経費一般、臨時職
員賃金、業務委託料等

そ の 他

4万9千250円
維持補修費、積立金
繰出金、投資出資金等

人 件 費

8万373円

主に常勤の職員の給与
町長、議員及び
各種委員等の報酬

公 債 費

3万5千818円

毎年度、償還すべき
町債の元金、利子

投資的経費

18万9千117円

町の借金総額

25億3千111万6千円

町民一人あたり

50万8千665円

大型備品の購入
町道水路
建物の建設 等

扶 助 費

1万949円

施設措置費、福祉手当
医療費助成、敬老年金

補助費等

5万1千573円

他市町村との広域業務
負担、各種団体への
補助等

町の貯金総額

14億7千574万6千円

町民一人あたり

29万6千573円

＊町の貯金・借金の総額には特別会計分も算入してあります。

（土地を除く）

（うち国・県が賄う額
1万2千717円）

（うち国・県が賄う額25万1千812円）
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町
内
の
小
規
模
な
里
道
・
水
路
の
管
理
が

平
成
16
年
度
ま
で
に
国
か
ら
町
に
移
管
さ
れ
る

町
内
の
小
規
模
な
里
道
・
水
路
の
管
理
が

平
成
16
年
度
ま
で
に
国
か
ら
町
に
移
管
さ
れ
る

町
長
説
明

地
方
分
権
一
括
法

に
お
い
て
国
有
財
産
特
別
措
置

法
、
河
川
法
等
が
改
正
さ
れ
、

道
路
法
、
河
川
法
等
の
適
用
も

し
く
は
準
用
の
な
い
里
道
、
水

路
等
と
し
て
公
共
の
用
に
供
し

て
い
る
国
有
財
産
は
、
平
成
12

年
度
よ
り
平
成
16
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
、
そ
の
財
産
が
市
町

村
に
譲
与
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
機
能
管
理
、
財
産

管
理
す
る
条
例
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

問

国
か
ら
道
水
路
が
委
譲
さ

れ
れ
ば
、
町
内
の
道
水
路
は
全

て
町
が
管
理
す
る
の
で
す
か
。

建
設
課
長

今
回
譲
与
さ
れ
る

道
水
路
は
、
関
係
法
等
に
適
用

ま
た
は
準
用
さ
れ
て
い
る
道
水

9月定例会・連合審査会

平成12年度 一般会計決算ほか
全議案が全員賛成で原案可決される

国より町に移管される小規模な里道と水路

町
公
共
物
（
里
道
・
水
路
等
）
管
理
条
例

９月定例会は平成13年９月６日に招集され、同日に本会議、この

後、会期中に連合審査会、本会議が開催され、16日間の会期をもっ

て、21日に閉会いたしました。

町長より条例５件、補正予算５件、決算７件が提案され、全員賛成

にて、全ての議案が原案のとおり承認、または可決されました。

路
を
除
く
、
公
図
上
の
赤
線
、

青
線
で
、
小
規
模
な
里
道
や
水

路
を
指
し
て
お
り
ま
す
。

国
県
で
管
理
し
て
い
る
道
水

路
の
形
状
を
変
え
る
た
め
に
は
、

従
前
ど
お
り
許
可
が
必
要
で
す
。

問

民
有
地
に
公
図
上
の
道
水

路
が
存
在
し
、
現
状
、
個
人
が

使
用
し
て
い
る
場
合
、
今
後
は
、

払
い
下
げ
手
続
き
や
使
用
料
の

徴
収
は
町
が
行
う
の
で
す
か
。

建
設
課
長

各
個
人
が
町
に
対

し
て
、
払
い
下
げ
や
借
用
の
手

続
き
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問

個
人
の
中
に
は
、
手
続
き

無
し
で
道
水
路
を
利
用
、
ま
た

橋
を
か
け
る
事
例
も
見
ら
れ
ま

す
が
、
町
と
し
て
そ
の
点
管
理

を
ど
う
さ
れ
る
の
で
す
か
。
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小学校へ監視カメラを設置145万円の工事費計上
13年度�
主な補正予算�

○戸籍住民基本台帳費の追加 1千046万7千円
住民基本台帳ネットワーク事業のための備品購入、導入委託費、システム開発負担金の追加、全国の自治体間にお

いてネットワークシステムを構築し、平成15年8月の稼動予定に合わせて事業を進めています。

○林業振興費・公有財産購入費に計上 1千462万3千円
土地開発基金で買収を済ませてある三ツ峠グリーンセンター上のほだ場（きのこ栽培）用地について、一般会計に

予算を計上し、行政財産として買戻しを行います。

○小学校管理費・工事請負費に計上 145万0千円
外部侵入者に対しての監視カメラシステム設置のための工事費を計上し、児童の安全確保に対処いたします｡

○保険給付費・葬祭費の追加 33万0千円

○医療諸費・医療給付費の追加 267万3千円
医療諸費の支払動向の実績により、国民健康保険加入者分の医療給付費について、当初見込んだ分に追加をします。

○償還金の追加 101万2千円
平成12年度の給付実績に基づいて過交付となっています国・県負担金の償還を行います。

○保険給付費・高額介護サービス費の追加 22万2千円

○国庫支出金等償還金の追加 230万7千円
平成12年度の給付実績に基づいて過交付となっています国・県負担金の償還を行います。

○総務管理費の追加 484万8千円
歳入については、ふれあい館使用料276万円、繰越金208万8千円をそれぞれ追加します。歳出については、臨時

職員賃金424万8千円、維持補修工事費60万円をそれぞれ追加します。

会 計 名 補　　正　　額 補正後の予算総額

議案49 一 般 会 計 4 号 補 正 3千589万4千円 18億2千856万4千円

議案50 国民健康保険会計1号補正 33万0千円 3億5千713万4千円

議案51 老 人 保 健 法 会 計 1 号 補 正 368万5千円 3億6千412万9千円

議案52 介 護 保 険 会 計 1 号 補 正 252万9千円 1億3千747万2千円

議案53 グリーンセンター会計3号補正 484万8千円 6千777万5千円

﹇
条
例
﹈
５
件

議
案
44

町
税
条
例
の
一
部
改
正

○
政
令
に
基
づ
く
一
部
改
正
で
、

株
式
等
の
譲
渡
所
得
に
係
る
個

人
町
民
税
の
課
税
特
例
措
置
。

議
案
45

町
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

○
法
律
名
変
更
に
伴
う
字
句
訂
正
。

議
案
46

町
心
身
障
害
児
福
祉
手

当
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
法
律
名
変
更
に
伴
う
字
句
訂
正
。

議
案
47

町
公
共
物
管
理
条
例
の

制
定

○
別
記
説
明

議
案
48

町
営
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
改
正

○
法
律
名
変
更
に
伴
う
字
句
訂
正
。

﹇
補
正
予
算
﹈
５
件

平
成
13
年
度
補
正
予
算
、
別
記

﹇
決
算
﹈
７
件

平
成
12
年
度
決
算
、
別
記

審
議
案
件

よ
る
用
途
廃
止
を
行
い
、
普
通

財
産
と
し
、
町
公
有
財
産
管
理

規
則
で
処
分
を
行
い
ま
す
。

建
設
課

規
則
で
は
普
通
財
産

の
処
分
価
格
は
適
正
な
時
価
額

と
さ
れ
、
今
回
は
国
か
ら
譲
与

さ
れ
る
道
水
路
で
す
の
で
、
国

の
払
い
下
げ
基
準
で
あ
る
路
線

価
等
を
参
考
に
し
て
価
格
を
決

定
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。

意
見

払
い
下
げ
に
あ
た
っ
て

は
、
公
の
協
議
の
中
で
公
正
に

価
格
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
条

例
の
運
用
は
慎
重
に
願
い
ま
す
。

建
設
課
長

価
格
基
準
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
の
指
導
を
受
け

て
、
さ
ら
に
税
の
課
税
基
準
も

ふ
ま
え
、
不
公
平
が
な
い
よ
う

総
務
課
を
中
心
に
関
係
各
課
で

協
議
を
い
た
し
ま
す
。

第２条 この条例の公共物とは、次の
とおりとする。

１）道路法を適用しない町有道路
２）河川法を適用しない又は準用しな

い町有河川
３）湖沼、ため池、溝渠、水路又はこ

れらに類する町有物
４）前３号に付随する工作物

第５条 公共物において以下の行為を
する時は、町長の許可を受け
ること。

１）流水水面又は敷地を使用すること。
２）公共物から生じる石、草等、生産

物を採取すること。
３）敷地、上空、地下に工作物を作る

こと、又は改築、除去すること。
４）から６）省略

第６条 許可期間は例外を除き５年間
とする。

第20条 町長は公共物の用途を廃止し
た普通財産については、町公
共物財産管理規則により処分
できる。

無
断
使
用
は
で
き
ま
せ
ん

申
請
す
る
よ
う
指
導
し
ま
す

建
設
課
長

譲
与
さ
れ
た
道
水

路
の
使
用
に
関
し
て
は
、
申
請

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
指
導
を

い
た
し
ま
す
。
無
断
使
用
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
町
民
の
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問

道
水
路
の
使
用
年
限
、
使

用
料
の
内
容
、
払
い
下
げ
に
関

す
る
売
買
価
格
は
、
ど
の
よ
う

に
決
定
さ
れ
る
の
で
す
か
。

建
設
課
長

条
例
第
６
条
で
使

用
許
可
期
間
は
５
年
と
さ
れ
、

５
年
ご
と
に
申
請
を
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
使
用
料
金
に
つ

い
て
は
使
用
の
形
態
に
よ
り
、

別
表
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

払
い
下
げ
は
20
条
の
規
定
に

町公共物管理条例（抜粋）
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問

県
補
助
金
の
水
力
発
電
施

設
周
辺
地
域
交
付
金
４
５
０
万

円
は
ど
の
様
な
事
業
に
使
わ
れ

て
い
る
の
で
す
か
。

総
務
課
長

桂
川
を
利
用
す
る

沿
線
自
治
体
に
５
年
間
交
付
さ

れ
る
も
の
で
、
当
町
に
は
平
成

17
年
度
ま
で
交
付
さ
れ
る
予
定

で
、
水
道
事
業
の
財
源
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

問

情
報
処
理
費
の
作
成
委
託

４
４
３
万
円
の
内
容
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
に
あ
た
り
予
約
シ
ス
テ
ム
等

一
部
を
委
託
、
当
町
の
シ
ス
テ

ム
へ
の
不
正
侵
入
を
防
ぐ
対
策
、

ま
た
指
名
参
加
シ
ス
テ
ム
導
入

の
委
託
を
行
い
ま
し
た
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
成
果
は

問

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に

伴
っ
て
ど
の
様
な
成
果
が
現
れ

ま
し
た
か
。

総
務
課

平
成
12
年
９
月
か
ら

現
在
ま
で
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

５
千
人
以
上
の
方
が
訪
れ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。
観
光
案
内
、

宿
泊
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

問

保
健
衛
生
総
務
費
の
浄
化

槽
保
守
に
か
か
る
経
費
が
、
昨

年
度
に
比
べ
て
約
半
分
で
済
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
。

住
民
福
祉
課

い
き
い
き
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
町
が
行
う
保

健
衛
生
業
務
と
社
会
福
祉
協
議

会
の
行
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
業
務

と
で
共
同
利
用
さ
れ
て
お
り
、

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
平

成
12
年
度
よ
り
、
町
と
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
業
務
量
に
応
じ

て
、
施
設
の
維
持
管
理
費
を
分

担
し
て
お
り
ま
す
。

問

富
士
五
湖
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
全

体
の
登
録
者
数
は
何
名
で
す
か
。

企
画
振
興
課
長

セ
ン
タ
ー
全

体
で
８
８
３
人
、
内
西
桂
町
民

は
19
人
が
登
録
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

問

観
光
費
に
て
ホ
タ
ル
を
飛

ば
そ
う
会
へ
の
補
助
を
し
て
い

ま
す
が
、
あ
ま
り
ホ
タ
ル
が
飛

ん
で
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

企
画
振
興
課
長

会
員
は
努
力

し
て
お
り
、
ホ
タ
ル
祭
り
の
イ

ベ
ン
ト
は
年
々
盛
大
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
周
辺
の
環
境
が
ホ

タ
ル
の
繁
殖
に
あ
ま
り
適
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

意
見

各
事
業
へ
の
補
助
は
十

分
な
成
果
が
現
れ
る
よ
う
に
、

必
要
な
事
業
に
重
点
的
に
補
助

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問

夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、

各
企
業
体
か
ら
寄
付
金
を
集
め

て
い
ま
す
が
、
協
力
企
業
に
は

収
支
報
告
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

教
育
次
長

平
成
12
年
度
で
は

１
８
０
社
か
ら
花
火
代
91
万
５

千
円
の
協
賛
金
を
い
た
だ
き
、

お
礼
状
を
出
し
ま
し
た
。
平
成

13
年
度
も
同
じ
形
で
処
理
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
平

成
14
年
度
か
ら
協
賛
金
の
収
支

状
況
を
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う

実
行
委
員
会
と
相
談
い
た
し
ま

す
。

問

歳
入
予
算
計
上
額
と
比
べ

国
庫
補
助
金
の
決
算
額
が
減
額

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

水
道
課
長

水
道
事
業
執
行
の

結
果
、
事
業
費
が
減
額
と
な
り
、

補
助
金
も
減
額
と
な
り
ま
す
。

問

水
道
維
持
費
の
水
質
検
査

委
託
90
万
円
の
内
容
は
。

水
道
課
長

年
１
回
の
全
項
目

検
査
、
毎
月
の
蛇
口
検
査
、
特

定
項
目
を
対
象
と
し
た
年
３
回

の
再
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

問

監
査
委
員
の
指
摘
事
項
の

中
で
、
水
道
事
業
の
独
立
採
算

体
制
の
整
備
を
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
一
般
会
計
繰
入
額
は
何

を
根
拠
に
決
め
た
の
で
す
か
。

水
道
課
長

繰
入
基
準
は
法
律

で
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
簡

水
事
業
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

当
町
の
場
合
、
基
準
を
超
え
る

繰
入
額
で
、
平
成
14
年
度
に
値

上
げ
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

意
見

応
分
の
負
担
は
や
む
を

得
な
い
と
言
え
ま
す
が
、
町
民

に
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
周

知
に
努
力
願
い
ま
す
。

平
成
12
年
度

一
般
会
計
決
算

平
成
12
年
度

簡
易
水
道
会
計
決
算

ホタルを飛ばそう会主催によるホタル祭り

各種団体への補助は成果が現れるよう
必要な事業に重点的に行う必要がある

9月定例会・連合審査会
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手織り機械文化振興基金へ300万円を積立
13年度�
主な補正予算�

○手織り織機文化振興基金への積立 300万0千円
故柴田始子さんの寄付金を積み立てます。

○環太平洋学生キャンプ経費の計上 46万9千円

○賦課徴収費、前納報奨金の追加 50万0千円
歳入の内容は、寄付金300万円と地方交付税42万4千円を追加するものです。

○施設管理費の追加 50万4千円
バーベキュー場使用開始に伴い収入支出が生じるため、歳入では食材提供施設使用料、歳出では施設管理費それぞ

れ追加します。バーベキュー場完成に伴い７月６日より営業開始し、このため専決処分としました。

会 計 名 補　　正　　額 補正後の予算総額

議案42 一 般 会 計 3 号 補 正 342万4千円 17億9千267万0千円

議案43 グリーンセンター会計2号補正 35万7千円 6千292万7千円

承認9 専決処分の報告
グリーンセンター会計1号補正 50万4千円 6千257万0千円

○陶芸体験事業費の追加 35万7千円
陶芸体験棟完成に伴い、施設使用に伴い収入支出が生じるための補正であります。歳出では、陶芸体験講師賃金、

粘土、上薬等購入費用の追加、歳入では、陶芸体験棟使用料、陶芸体験収入を見込みます。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
条
例
の
改
正
ほ
か

全
議
案
が
全
員
賛
成
に
て
原
案
可
決
さ
れ
る

平
成
13
年
7
月
30
日
臨
時
会

﹇
専
決
処
分
﹈
２
件

承
認
８

専
決
処
分
事
項
の
報
告

（
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
交

流
促
進
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

○
７
月
６
日
よ
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

場
の
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

施
設
名
及
び
使
用
料
を
徴
収
す

る
た
め
の
条
例
改
正
が
必
要
で
、

使
用
開
始
期
日
の
関
係
に
よ
り

専
決
処
分
と
し
ま
し
た
。

承
認
９

専
決
処
分
事
項
の
報
告

（
平
成
13
年
度
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
１
号
議
定

○
別
記
説
明

﹇
条
例
﹈
３
件

議
案
39

町
手
織
り
機
械
文
化
振

興
基
金
条
例
の
制
定

○
故
柴
田
始
子
さ
ん
よ
り
３
０
０

万
円
の
寄
贈
あ
り
、
故
人
の
遺

志
を
ふ
ま
え
て
、
基
金
の
目
的

は
、
手
織
り
文
化
の
振
興
発
展

推
進
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
も
の
と
し
ま
す
。

議
案
40

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
交
流
促
進
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

○
陶
芸
体
験
棟
完
成
に
伴
い
、
８

月
10
日
よ
り
陶
芸
体
験
棟
を
使

用
開
始
し
た
い
の
で
、
施
設
名

及
び
使
用
料
を
徴
収
す
る
た
め
、

条
例
改
正
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

議
案
41

町
三
ツ
峠
ふ
れ
あ
い
コ

―
ト
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

○
８
月
10
日
ま
で
に
、
旧
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
敷
地
に
テ
ニ
ス
・
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
併
用
コ
ー
ト
が
完
成

し
ま
す
。
施
設
の
設
置
及
び
管

理
運
営
上
、
条
例
制
定
を
お
こ

な
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

﹇
補
正
予
算
﹈
２
件

平
成
13
年
度
各
会
計
補
正
予
算

○
別
記
説
明

﹇
議
員
発
議
﹈
２
件

発
議
２

地
方
交
付
税
制
度
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出

発
議
３

道
路
財
源
の
確
保
に
関

す
る
意
見
書

○
別
記
説
明

審 議 案 件

8月11日ふれあいコート竣工記念ゲートボール大会



視
で
き
る
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

を
考
え
、
今
、
議
会
に
監
視
カ

メ
ラ
設
置
費
用
の
補
正
予
算
を

計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
桂
中
学
校
校
舎
建
設
に
つ

い
て
、
去
る
７
月
13
日
に
は
、

建
設
委
員
と
一
緒
に
韮
崎
東
中

学
校
、
富
士
見
高
原
中
学
校
の

２
校
の
先
進
校
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

社
会
体
育
関
係
者
、
実
行
委

員
会
を
中
心
に
取
り
組
み
を
行

っ
た
「
三
ツ
峠
ふ
る
さ
と
夏
祭

り
」
は
、
昨
年
を
上
回
る
盛
況

で
、
最
近
で
は
近
在
の
「
夏
の

風
物
詩
」
と
し
て
定
着
し
そ
う

な
感
が
あ
り
ま
す
。

活
力
づ
く
り

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
で
す
が
、
ふ
れ
あ
い
館
は
、

４
月
６
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、

順
調
な
利
用
と
交
流
促
進
が
な

敬
老
年
金
に
つ
い
て
は
、
支
給

年
齢
の
引
き
上
げ
の
検
討
に
入

り
た
い
と
の
考
え
も
示
し
ま
し

た
。
更
に
介
護
慰
労
金
に
つ
い

て
は
、
介
護
保
険
制
度
と
の
整

合
性
等
の
観
点
か
ら
、
介
護
度

に
よ
る
支
給
対
象
者
判
定
及
び

給
付
金
額
等
、
介
護
慰
労
金
の

支
給
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

の
見
直
し
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
民
生
委
員
会
へ
お

伝
え
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
、

福
祉
行
政
も
種
々
の
検
討
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

育
ち
学
ぶ
環
境
づ
く
り

小
学
校
の
全
教
師
に
携
帯
用

の
非
常
ブ
ザ
ー
を
持
た
せ
、
校

地
内
へ
の
無
断
立
ち
入
り
を
禁

ず
る
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
今
回
、
安
全
確
保
の
万
全

を
期
す
た
め
、
小
学
校
の
正
面

昇
降
口
並
び
に
前
庭
を
常
に
監

町
が
目
指
す
「
活
・
活
西
桂
」

の
実
現
を
よ
り
強
固
に
す
る
た

め
、
極
め
て
厳
し
い
情
勢
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
心
の
充
足
感

に
満
ち
溢
れ
た
「
活
・
活
西
桂
」

の
建
設
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

自
然
と
の
共
生
づ
く
り

４
月
よ
り
実
施
さ
れ
た
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
お
け
る
対
応

状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
消
費

者
・
販
売
店
に
お
い
て
順
調
に

そ
の
処
理
等
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
も
不
法
投
棄

さ
れ
な
い
よ
う
監
視
し
、
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

町
が
行
う
敬
老
会
に
お
い
て
、

対
象
者
増
に
よ
り
、
ご
案
内
対

象
者
の
年
齢
を
引
き
上
げ
た
い

と
提
案
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
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平成13年９月定例会本会議
町内に不法投棄された自転車等

小
学
校
前
庭
と
正
面
昇
降
口
に
監
視
カ
メ
ラ
設
置

―

敬
老
会
招
待
と
敬
老
年
金
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ
検
討

―

前田町長

所信表明

さ
れ
て
お
り
、
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
一
方
経

費
面
で
は
清
掃
臨
時
職
員
が
、

利
用
時
間
の
延
長
、
利
用
者
増

に
よ
り
、
現
在
４
名
体
制
で
対

応
し
人
件
費
の
増
加
と
な
り
、９月７日開催の敬老会に参加する皆さん



か
ら
遠
い
居
住
地
区
に
は
、
非

常
の
際
、
住
民
に
知
ら
せ
る
こ

と
の
出
来
る
小
型
サ
イ
レ
ン
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
と
連
携
づ
く
り

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
準

備
段
階
と
し
て
、
男
女
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
、
将
来
の

あ
り
方
に
つ
い
て
町
民
各
位
の

ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
町

内
の
20
歳
以
上
を
対
象
に
無
作

為
の
８
０
０
人
に
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
後
は
分
析
等
を
行

い
計
画
書
の
原
案
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

国
際
理
解
の
推
進
で
は
、
８

月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
環
太
平

洋
キ
ャ
ン
プ
が
実
施
さ
れ
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
家
庭
に

は
、
国
際
交
流
へ
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

各
種
事
業
に
つ
い
て
、
活
・

活
重
点
施
策
を
基
調
に
申
し
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
利
用
状
況
と
経
費
の
あ

り
方
を
見
る
な
か
で
、
効
率
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

北
富
士
演
習
場
周
辺
水
道
設
置

助
成
事
業
と
し
て
、
本
年
度
は
、

新
高
区
配
水
池
よ
り
小
沼
浅
間

地
域
周
辺
及
び
倉
見
町
民
グ
ラ

ン
ド
下
入
口
付
近
ま
で
の
配
水

管
布
設
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
住
民
の
生
活
用
道
路
で
あ

り
、
農
作
業
の
時
期
を
考
慮
し

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

国
道
及
び
倉
見
地
内
の
水
道

工
事
に
つ
い
て
も
、
下
水
道
工

事
と
あ
わ
せ
た
中
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
道
路
が
狭
く
通
行
止

め
等
住
民
の
方
々
に
迷
惑
を
か

け
て
い
ま
す
が
、
水
圧
不
足
の

解
消
と
、
安
定
供
給
の
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
防
災
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
消
防
団
に
協
力
を
お
願
い

し
町
内
に
消
火
器
を
47
箇
所
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
住
民
の
居
住
地
域
が
広
範
囲

と
な
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、
地

区
分
団
サ
イ
レ
ン
の
設
置
場
所
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平成12年度の7会計決算額

○基盤整備 1億4千642万1千円（2億1千718万5千円）
町単道路整備事業、町公共下水道整備事業（下水道会計）、ゴミ収集事業、ゴミ処理関係補助事業

○産業振興 3千271万2千円（3千359万7千円）
特定農地貸付事業、産地形成化促進事業、基本計画策定事業、農林漁業体験交流事業、商工業活性化促進事業、織物業活性化
及び製品開発補助事業、町内雇用推進事業

○環境整備 4千412万4千円（4千575万6千円）
防災体制整備事業、住民防災意識高揚事業、消防団組織強化事業、防犯灯・街路灯整備事業、交通安全対策事業、西桂町総合
行政システム化事業

○福祉充実 7億9千925万5千円（8億2千116万1千円）
三ツ峠周辺整備事業、桂川公園整備事業、新水源池確保事業（簡易水道会計）、配水管整備事業（簡易水道会計）、漏水調査等
業務委託（簡易水道会計）、各種保健事業、延長保育事業、介護予防事業、在宅福祉事業、高齢者生きがい対策事業

○人材育成 471万7千円（484万4千円）
ふるさと夏祭り事業、ボランティア活動環境整備事業、やまなし青年海外セミナー派遣事業、桂川クリーンキャンペーン事業、
社会貢献活動支援事業、ＥＭぼかし講習会

○教育文化の促進 9千580万4千円（1億0千033万7千円）
国際交流、生涯学習事業、生涯スポーツの普及、児童館開放、地域ぐるみ子育て支援事業、地域組織育成活動事業、カウンセ
リング事業、インターネット情報教育の推進、ＳＳＣ事業、英語助手の活用、母と子の食生活共同体験、中学校校舎建設整備

会 計 名

承認10 一 般 会 計 4千445万7千853円 467万4千000円 3千978万3千853円
歳入歳出決算差引 繰越明許費繰越額 実 質 収 支 額

会 計 名

承認11 国民健康保険特別会計

承認12 老人保健法特別会計

承認13 介 護保険特別会計

承認14 グリーンセンター特別会計

承認15 簡 易水道特別会計

承認16 下 水 道 特 別 会 計

3億4千264万1千609円
3億7千125万0千271円
1億2千645万1千963円

3千803万6千978円
9千258万2千705円

2億4千640万3千149円

3千584万1千940円
8千935万8千149円

2億3千963万6千950円

219万5千038円
322万4千556円
676万6千199円

3億1千331万1千749円
3億5千952万4千082円
1億2千515万7千029円

2千932万9千860円
1千172万6千189円
129万4千934円

繰越明許費繰越額 2万7千000円 実質収支額　　126万7千934円

歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出決算差引

（活・活重点施策区分） （歳 出 総 額） （カッコ内予算計上額）

繰越明許費繰越額　　590万0千000円 実質収支額　　 86万6千199円

音楽発表会、集会等に利用可能な
富士見高原中学校の多目的ホール

韮崎東中学校の吹き抜けがある廊下
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問

いっぱん 質
町政を問う　ここが聞きたい！！

問

問答

町
情
報
公
開
条
例
の

施
行
時
期
と
開
示
内
容
は

平
成
14
年
4
月
1
日
施
行
予
定

施
行
後
の
公
文
書
を
公
開
し
た
い

前田憙信 議員

第
１
に
情
報
公
開
法
の

平
成
13
年
４
月
１
日
施

行
を
受
け
て
、
町
の
情
報
公
開

条
例
は
、
い
つ
頃
、
議
会
に
提

案
さ
れ
、
い
つ
頃
、
施
行
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

第
２
に
町
行
政
が
保
有
す
る

情
報
の
内
、
ど
の
様
な
情
報
を

公
開
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

第
１
の
情
報
公
開
条
例

の
議
会
へ
の
提
案
時
期

と
施
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
提

案
を
遅
く
と
も
平
成
14
年
３
月

ま
で
と
し
、
施
行
期
日
を
14
年

４
月
１
日
に
い
た
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
公
文
書
の
整
理
方
法

等
、
実
務
の
す
り
合
わ
せ
を
し

町長

な
が
ら
条
例
の
原
案
作
成
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

第
２
の
ど
の
様
な
情
報
を
開

示
す
る
の
か
と
い
う
質
問
に
つ

い
て
は
、
情
報
公
開
制
度
は
、

原
則
、
請
求
に
応
じ
て
情
報
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
制
定

を
目
指
し
て
い
る
情
報
公
開
条

例
に
お
い
て
も
、
開
示
請
求
者

に
対
し
、
当
該
公
文
書
を
開
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
規

定
を
中
心
と
し
て
、
手
続
き
の

あ
り
方
や
不
服
申
し
立
て
等
の

規
定
を
盛
り
込
ん
だ
構
成
と
な

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

作
成
途
中
な
が
ら
現
時
点
の

情
報
公
開
条
例
の
原
案
で
は
、

こ
の
開
示
請
求
に
お
い
て
対
象

と
す
る
公
文
書
の
範
囲
は
、
平

成
14
年
度
以
降
の
文
書
と
し
、

平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の
文

書
は
対
象
外
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
実
際
問
題
と
し

て
、
文
書
整
理
に
要
す
る
多
大

な
労
力
と
経
費
を
考
え
る
と
、

対
象
を
施
行
日
以
降
の
文
書
に

限
る
こ
と
も
や
む
を
え
ず
、
事

実
、
他
市
町
村
の
現
行
条
例
で

は
、
施
行
日
前
の
文
書
を
無
制

限
に
対
象
と
し
て
い
る
も
の
は

少
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
が
説
明

責
任
を
果
た
す
と
い
う
観
点
か

ら
す
る
と
、
開
示
請
求
が
出
さ

れ
た
場
合
は
、
出
来
得
る
限
り

任
意
開
示
に
応
じ
る
な
ど
、
必

要
な
努
力
は
行
う
べ
き
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

既
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
積
極
的
な
情
報
開
示
を
行

っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
更
に
こ

の
責
務
に
従
っ
て
、
行
政
の
多

様
な
事
務
に
つ
い
て
情
報
の
積

極
的
な
公
表
・
提
供
等
に
取
り

組
む
こ
と
を
条
例
上
、
明
ら
か

に
す
る
次
第
で
す
。

情
報
公
開
の
実
施
機
関
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
法
上
の
町

行
政
、
行
政
委
員
会
は
異
論
の

な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
以

外
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
は
十

分
に
検
討
し
、
条
例
案
に
い
か

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

書類を整理して情報公開を目指す役場の事務所内

役役役役
場場場場
維維維維
持持持持
とととと
道道道道
路路路路
整整整整
備備備備
のののの
たたたた
めめめめ

国国国国
にににに
対対対対
しししし
てててて
意意意意
見見見見
書書書書
をををを
提提提提
出出出出

あ
な
た
の
請
願
・
陳
情
は

平
成
13
年
７
月
30
日
臨
時
会

採
択
と
な
り
ま
し
た

地
方
交
付
税
制
度
及
び
道
路
特
定

財
源
制
度
に
関
す
る
協
議

（
事
務
調
査
扱
い
）

要
請
者
　
山
梨
県
町
村
会

西
桂
町
長

要
　
旨
　
意
見
書
提
出
の
要
請

●
地
方
交
付
税
制
度
に
関
す
る
意

見
書
　
総
務
委
員
会
事
務
調
査

●
道
路
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意

見
書

建
設
文
教
委
員
会
事
務
調
査
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問答

町
道
宮
下
中
野
線
の
拡
幅
と

歩
道
の
設
置
、
道
路
付
替
え
は

今
年
度
予
算
に
測
量
設
計
費
を
計
上

歩
道
と
ル
ー
ト
変
更
は
今
後
の
課
題

第
１
に
町
道
宮
下
中
野

線
は
町
道
三
ツ
峠
線
と

の
四
つ
角
か
ら
富
士
急
行
線
の

先
の
宮
踏
切
ま
で
、
約
１
・
27

km
あ
り
、
昨
年
度
買
収
し
た
中

学
校
裏
の
土
地
を
埋
め
立
て
、

中
野
川
沿
い
に
幅
員
５
ｍ
の
道

路
を
つ
け
か
え
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
先

の
宮
踏
切
ま
で
は
道
路
幅
が
非

常
に
狭
く
、
車
の
す
れ
ち
が
い

が
出
来
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

幅
員
５
ｍ
の
道
路
を
、
中
学

校
裏
の
整
備
予
定
個
所
か
ら
先

の
宮
の
踏
切
ま
で
、
拡
幅
す
る

お
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

第
２
に
い
き
い
き
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
裏
の
駐
車
場
か
ら
町

道
三
ツ
峠
線
と
の
四
つ
角
ま
で

は
歩
道
が
な
く
、
大
型
車
が
通

り
、
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
す
る
住
民
に
と

っ
て
危
険
な
た
め
、
歩
道
の
整

備
予
定
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

第
３
に
仏
眼
寺
前
よ
り
下
河

精
米
所
裏
に
直
線
で
道
路
を
つ

な
げ
る
事
が
出
来
れ
ば
、
中
央

道
側
道
ま
で
出
る
の
に
非
常
に

便
利
で
あ
り
、
現
状
で
計
画
を

進
め
れ
ば
民
家
１
軒
の
移
転
で

道
路
を
直
線
に
す
る
事
が
出
来

る
の
で
、
将
来
の
た
め
実
施
す

る
お
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

第
１
の
町
道
宮
下
中
野

線
の
拡
幅
整
備
に
つ
い

て
は
、
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
か
ら
中
学
校
裏
町
有
地

ま
で
の
間
は
、
現
在
埋
め
立
て

用
地
と
道
路
の
付
け
替
え
を
含

め
て
県
で
測
量
設
計
に
入
っ
て

お
り
ま
す
。
中
学
校
裏
の
整
備

箇
所
か
ら
先
の
宮
踏
切
ま
で
の

道
路
拡
幅
を
念
頭
に
入
れ
、
今

年
度
当
初
予
算
に
、
道
路
拡
幅

の
た
め
の
測
量
設
計
委
託
料
を

計
上
し
、
発
注
す
る
状
況
で
す
。

第
２
の
い
き
い
き
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
裏
の
駐
車
場
か
ら
町

道
三
ツ
峠
線
と
の
四
つ
角
ま
で

の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ

の
沿
線
に
お
寺
と
民
家
が
点
在

し
て
お
り
、
用
地
確
保
等
検
討

す
る
事
項
が
多
い
た
め
、
今
後

の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
３
の
仏
眼
寺
よ
り
下
河
精

米
所
の
裏
ま
で
将
来
、
直
線
に

よ
り
道
路
を
つ
な
げ
る
事
に
つ

い
て
は
、
建
物
移
転
補
償
費
及

び
用
地
買
収
費
等
に
膨
大
な
予

算
が
伴
い
ま
す
し
、
何
よ
り
も

関
係
地
権
者
の
同
意
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

現
時
点
に
お
い
て
は
、
町
の

将
来
に
向
け
た
道
路
計
画
の
中

で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問

拡幅を目指す町道宮下中野線の現状

町長

地
方
交
付
税
制
度
に
関
す
る
意
見
書
（
要
旨
）

政
府
に
お
か
れ
て
は
、
財
政
構
造
改
革
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、

地
方
交
付
税
制
度
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方

税
財
政
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
議
論
が
尽
く
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
の
根

幹
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
国
に
お
い
て
は
、
財
政
構
造
改
革
を
行
う
に
あ
た

っ
て
、
必
要
と
な
る
財
源
の
保
障
に
つ
い
て
十
分
配
慮
さ
れ
、

地
方
自
治
体
の
自
立
的
、
自
主
的
な
行
財
政
運
営
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

平
成
13
年
７
月
30
日

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

道
路
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
（
要
旨
）

政
府
が
掲
げ
る
構
造
改
革
の
焦
点
に
、
地
方
の
道
路
の
果

た
す
役
割
や
そ
の
整
備
水
準
を
議
論
す
る
こ
と
な
く
、
道
路
特

定
財
源
の
使
途
の
拡
大
や
一
般
財
源
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
道
路
整
備
を
遅
ら
せ
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
政
府
は
道
路
整
備
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
次

の
事
項
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

１．

道
路
整
備
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
道
路

特
定
財
源
制
度
を
堅
持
し
す
る
こ
と
。

２．

道
路
整
備
費
の
拡
大
と
地
方
の
道
路
財
源
を
確
保
し
、
道

路
整
備
５
箇
年
計
画
の
円
滑
な
執
行
を
図
る
こ
と
。

３．

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
の
整
備
及
び
国
道
１
３
９
号
の
バ

イ
パ
ス
計
画
の
促
進
を
図
る
こ
と
。

平
成
13
年
７
月
30
日

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長



窯
は
町
内
２
万
４
千
円
、
町
外

３
万
円
と
な
り
ま
す
。
社
会
教

育
参
加
者
の
施
設
使
用
料
は
、

１
２
０
円
、
窯
の
使
用
料
は
２

万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

陶
芸
体
験
料
に
つ
い
て
は
、

材
料
費
、
講
師
料
、
施
設
使
用

料
を
含
め
て
、
湯
の
み
約
１
・

５
個
分
の
材
料
で
、
一
般
１
千

５
０
０
円
、
小
中
学
生
８
０
０

円
、
社
会
教
育
参
加
者
１
千
１

０
０
円
と
し
、
た
だ
し
大
き
さ

な
ど
作
品
内
容
に
よ
っ
て
体
験

料
は
違
い
ま
す
。

従
来
の
２
ヶ
月
程
度
か
け
て

焼
き
上
げ
る
窯
と
と
も
に
、
翌

日
に
作
品
と
な
る
、
短
期
に
焼

き
上
げ
る
窯
も
購
入
予
定
で
す
。

（
７
月
３
日
質
疑
応
答
）

問

窯
の
使
用
料
と
は
。

企
画
振
興
課
長

一
般
利
用
者

は
体
験
料
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
、
窯
の
使
用
料
は
材
料
を
持

ち
込
ん
で
自
分
で
焼
く
、
専
門

家
を
想
定
し
た
料
金
設
定
で
す
。

問

高
速
窯
を
使
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
ま
た
購
入
金
額
は
。

作
品
の
送
料
は
別
料
金

企
画
振
興
課

焼
き
物
は
送
料

７
月
３
日
企
画
振
興
課
長
概
要

説
明

施
設
の
名
称
は
陶
芸
体

験
棟
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

利
用
時
間
は
午
前
９
時
よ
り
午

後
５
時
ま
で
と
し
、
時
間
延
長

希
望
者
に
は
、
近
隣
住
民
へ
の

影
響
と
翌
日
の
準
備
等
を
考
慮

し
、
最
大
午
後
10
時
ま
で
と
い

た
し
ま
し
た
。

施
設
利
用
料
は
、
一
般
町
内

２
４
０
円
、
町
外
３
０
０
円
、

窯か
ま

の
使
用
料
は
、
一
般
町
内
３

万
２
千
円
、
町
外
４
万
円
と
し
、

小
中
学
生
施
設
使
用
料
は
、
町

内
１
２
０
円
、
町
外
１
５
０
円
、

－12－

本件に関しては概ね適正に処理されている事を

確認いたしました。

委員より「窯
かま

の効率的使用のためには、多くの

お客さんが来てくれるかにかかっています。営業

に努力して下さい」との要望、「指導者が休みだ

からといって受け入れを止める事は出来ません。

指導者が休んでも補助者が確保できる体制をとっ

ていただきたい」との指摘が出されております。

平成13年７月３日、７月24日　事務調査

(調査) 陶芸体験棟の使用料金は、運営方法は

(結果) 窯
かま

の効率的使用のためお客の確保に努力を

陶芸体験棟の窯で素焼きされた作品群

（調査）
陶芸体験棟・農機具倉庫建設の

進捗状況は

(結果) 概ね順調に工事が
進捗し完了した事を確認

が
高
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
作

品
の
送
料
は
別
料
金
と
し
ま
す
。

自
然
乾
燥
を
メ
イ
ン
と
し
ま

す
が
、
高
速
窯
の
施
設
は
県
内

に
あ
り
ま
す
。
完
成
作
品
を
受

け
取
れ
な
い
遠
距
離
の
お
客
さ

ん
の
需
要
が
見
込
め
ま
す
。

小
型
窯
約
40
万
円
、
大
型
乾

燥
機
約
11
万
円
、
一
度
に
40
個

の
湯
の
み
が
焼
け
ま
す
。

問

高
速
窯
の
焼
き
物
と
自
然

乾
燥
と
の
出
来
具
合
は
。

企
画
振
興
課

焼
き
物
は
粘
土

で
差
が
で
ま
す
。
高
速
窯
の
場

合
、
色
合
が
若
干
落
ち
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

（
７
月
24
日
質
疑
応
答
）

問

自
然
乾
燥
用
の
窯
の
処
理

能
力
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

企
画
振
興
課

素
焼
き
で
４
０

０
個
、
本
焼
は
２
０
０
個
で
す
。

焼
き
物
が
少
な
く
て
も
貯
め
て

お
い
て
、
窯
の
能
力
に
合
わ
せ

て
効
率
の
良
い
使
用
方
法
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

意
見

運
営
が
う
ま
く
い
く
の

も
い
か
な
い
の
も
、
多
く
の
お

客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
営
業
に
努
力

し
て
下
さ
い
。

本件に関しては概ね順調に進捗している事を確

認いたしました。

委員より「施設によってガスの使用量は大きく

異なり、町施設統一料金というのはおかしいと思

います。見積競争をするなどして、大量に消費す

るグリーンセンターのような施設では価格を下げ

る努力が必要」との指摘が出されております。



物
は
売
店
で
販
売
い
た
し
ま
す
。

（
７
月
３
日
委
員
質
疑
回
答
）

問

食
材
を
注
文
す
る
方
法
は
、

ま
た
追
加
注
文
は
で
き
ま
す
か
。

企
画
振
興
課
長

ふ
れ
あ
い
館

食
堂
に
予
約
が
必
要
で
す
。
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
追
加
注
文
は
で

き
る
だ
け
応
え
ら
れ
る
よ
う
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

町
外
料
金
３
千
５
０
０
円

は
高
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
。

企
画
振
興
課
長

県
内
施
設
と

比
較
し
、
当
町
の
施
設
が
す
ば

ら
し
い
の
で
、
こ
の
料
金
で
も

喜
ば
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

７
月
24
日
企
画
振
興
課
長
概
要

説
明

特
定
設
備
１
回
お
よ
び

特
定
備
品
（
炉
、
ま
な
板
、
包

丁
、
ボ
ー
ル
等
を
含
む
）
一
式

本件に関しては概ね適正に処理されている

事を確認いたしました。

委員より「急に施設を使用するお客さんも

あるはずで、そういう要望に応えられるよう

努力を」との要望、「食材が利用者に不評とな

れば施設そのものの評判に関わります。厨房

業者が常に良質な肉等の食材が提供されてい

るかどうか、調査しておくこと」との指摘が

出されております。

－13－

の
使
用
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

特
定
設
備
と
は
、
炊
事
場
、

ま
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
テ
ー
ブ

ル
の
み
使
用
の
場
合
で
す
。

（
７
月
24
日
委
員
質
疑
回
答
）

問

虫
除
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
の

提
供
は
す
る
の
で
す
か
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

窓

口
販
売
と
と
も
に
、
予
約
客
に
、

虫
が
多
い
事
を
説
明
し
ま
す
。

食
材
に
も
十
分
な
配
慮
を

意
見

業
者
が
食
材
を
取
り
扱

っ
た
と
し
て
も
、
利
用
者
に
不

評
と
な
れ
ば
施
設
そ
の
も
の
の

評
判
に
関
わ
り
ま
す
。
常
に
良

質
な
食
材
が
提
供
さ
れ
て
い
る

か
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(調査) バーベキュー場の運営状況は
(結果) 食材提供はお客の都合に配慮、良質な食材の提供を

７
月
３
日
企
画
振
興
課
長
概
要

説
明

施
設
の
名
称
は
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
場
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
清
掃
業
務
等
の
管
理

運
営
、
使
用
料
等
の
会
計
処
理

は
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
行
う
予
定
で
す
。
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
場
は
７
月
上
旬
よ
り
供
用

開
始
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
用
料
は
１
炉
（
８
人
ま
で
使

用
可
能
）
２
時
間
で
町
内
２
千

８
０
０
円
、
町
外
３
千
５
０
０

円
で
す
。
時
間
延
長
は
30
分
で

町
内
６
０
０
円
、
町
外
７
５
０

円
で
す
。
食
材
は
一
人
前
１
千

５
０
０
円
か
ら
、
そ
れ
以
外
の

総務委員会

8月８日開催、環太平洋キャンプ交流会
バーベキュー場を利用される外国のお客さん

三ツ峠グリーンセンター使用料一覧

使用時間：午前10時より午後８時まで
特定施設：炊事場（炉、まな板、包丁、ボール等を含
む）、ガス未使用のテーブル

特定備品：鍋、フライパン、おこしがね、缶切、調理
バサミ、おろしがね、パワーザル、やかん、コンロ

特定備品と特定施設については割引なし

使用時間：午前９時より午後10時まで

陶芸窯の使用：素焼きと本焼きを含む

施設使用：冷暖房費を含む

１テーブル２時間 3 , 5 0 0円
以後30分ごとに 7 5 0円

特定施設　１回　 5 0 0円

特定備品　１式　　 5 0 0円

施設　　一般　　　 3 0 0円
小中学生 1 5 0円

陶芸窯　一般 4 0 , 0 0 0円
小中学生 3 0 , 0 0 0円

バーベキュー場

陶 芸 体 験 棟

（町民優待券を利用すれば２割引）

三ツ峠ふれあいコート使用料一覧
昼間（午前９時から午後５時） 夜間（夜間照明を使用した場合）

テ ニ ス １ 面
町　民　　　　１時間 5 0 0円　　　　町　民　　　　１時間　1 , 0 0 0円　　　　

町民以外の者　１時間　1 , 0 0 0円　　　　町民以外の者　１時間　1 , 7 0 0円

ゲートボール１面
町　民　　　　１時間 5 0 0円　　　　町　民　　　　１時間　1 , 0 0 0円

町民以外の者　１時間　1 , 0 0 0円　　　　町民以外の者　１時間　1 , 7 0 0円

●入場料を徴収する場合は倍額、高校生以下は半額とする。
●町民のゲートボール使用に限り、平日昼間２面まで無料とする。

かま
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料
に
、
夜
間
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

使
用
で
は
使
用
料
を
い
た
だ
き

ま
す
。
た
だ
し
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

２
面
分
を
使
用
し
て
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
１
面
分
で
す
の
で
、
１
面

分
の
使
用
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

（
７
月
３
日
質
疑
回
答
）

問

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
料
金
、
町

民
平
日
２
面
無
料
に
つ
い
て
は

よ
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
有
料

の
お
客
が
い
な
い
と
き
は
、
４

面
と
も
無
料
で
貸
し
出
し
て
も

良
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

企
画
振
興
課
長

町
長
の
判
断

で
減
免
で
き
ま
す
の
で
、
今
後

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

泊
ま
り
こ
み
で
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
を
行
う
場
合
、
施
設
使
用

料
を
割
り
引
い
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

企
画
振
興
課
長

泊
ま
っ
て
い

た
だ
く
お
客
に
つ
い
て
は
割
引

も
検
討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見

割
引
サ
ー
ビ
ス
に
努
力

す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
お
客

に
対
す
る
応
対
も
親
切
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問

町
内
者
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
た
め
２
面
を
無
料
で
使
用
す

る
事
を
予
約
し
て
お
い
た
場
合
、

後
か
ら
有
料
の
お
客
が
来
た
場

合
に
は
、
無
料
で
使
わ
せ
て
く

れ
な
い
の
で
す
か
。

企
画
振
興
課
長

大
会
使
用
、

有
料
使
用
を
優
先
し
ま
す
が
、

配
慮
は
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見

無
料
使
用
者
と
い
え
ど

も
先
に
予
約
を
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
配
慮
を
し
て
下
さ
い
。

７
月
24
日
企
画
振
興
課
長
概
要

説
明

施
設
名
称
を
「
西
桂
町

三
ツ
峠
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ト
」
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
営
業
開
始
は
８

月
12
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

休
憩
室
及
び
着
替
え
室
に
つ

い
て
は
、
旧
研
修
棟
の
一
部
を

改
修
し
て
使
用
者
の
利
便
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
７
月
24
日
委
員
質
疑
回
答
）

意
見

工
事
費
を
低
く
抑
え
、

さ
ら
に
休
憩
室
・
着
替
え
室
の

設
置
、
フ
ェ
ン
ス
の
再
利
用
、

さ
ら
に
補
助
金
の
交
付
決
定
と
、

執
行
部
の
努
力
を
評
価
し
ま
す
。

平成13年７月３日、７月24日　事務調査建設文教委員会

(調査) ふれあいコートの使用料金は、運営方法は
(結果) 更衣室の確保あり、無料使用者への配慮を

７
月
３
日
企
画
振
興
課
長
概
要

説
明

テ
ニ
ス
及
び
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
の
使
用
料
金
は
、
１
時
間

１
面
あ
た
り
、
町
内
利
用
者
昼

間
５
０
０
円
、
夜
間
１
千
円
。

町
外
利
用
者
昼
間
１
千
円
、
夜

間
１
千
７
０
０
円
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
高
校
生
以
下
は

半
額
、
入
場
料
を
徴
収
す
る
場

合
は
倍
額
と
い
た
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
利
用
者
へ

平
日
昼
間
２
面
分
を
無
料
に

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
み
、
平
日

の
昼
間
に
つ
い
て
２
面
分
を
無

ふれあいコートを利用するテニスのお客さん

本件に関しては妥当な事業であり、概ね適正に

事業が進捗している事を確認いたしました。

委員より「ポリプロピレンを使用する２社で絞

り、砂も国産の海砂を条件にして、メンテナンス

費用も含めて見積競争を行うのが良い」との意見、

「競争により価格が下がった事を評価するととも

に、良い仕上がりを期待します」との意見が出さ

れておりました。

本件に関しては概ね適正に処理されている事を

確認いたしました。

委員より「休憩室・着替え室の設置、フェンス

の再利用、補助金の交付決定と、事業に対する執

行部の努力を評価する」との意見、「割引サービ

スに努力し、職員のお客に対する応対も親切に」

との意見、「無料使用者といえども予約を入れた

場合、有料使用者と同じ扱いを｣との要望が出さ

れております。

（調査）
ふれあいコート建設の計画と進捗状況は

(結果) 計画は妥当で、概ね順調に
工事が進捗している事を確認



30
日
本
会
議
開
会

◇
委
員
会
事
務
調
査
報
告

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

一
括
説
明
・
一
括
質
疑

◇
各
常
任
委
員
会
付
託

連
合
審
査
会

総
務
・
建
設
文
教
委
員
会

本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

告
（
承
認
８
、
９

議
案
39
、
40
、
42
、
43
）

一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

長
報
告
（
議
案
41
）

質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
議
員
発
議
上
程
（
発
議
２
）

説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
議
員
発
議
上
程
（
発
議
３
）

説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

９
月
定
例
会
日
程

６
日
本
会
議
開
会

◇
町
長
所
信
表
明

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

一
括
説
明
・
一
括
質
疑

◇
各
常
任
委
員
会
付
託

連
合
審
査
会

13
日
連
合
審
査
会

21
日
本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

告
（
議
案
44
〜
46
、49
〜
53
、

承
認
10
〜
14
）

一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

長
報
告
（
議
案
47
、
48
、

承
認
15
、
16
）

一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
一
般
質
問

７
月
30
日
定
臨
時
会
日
程

三
浦
さ
ん

指
導
者
は
押
山

お
し
や
ま

信し
ん

二じ

先
生
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
清
水

し
み
ず

あ
か
ね
先
生
、
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ナ
ー
新
津

に
い
づ

利
子

と
し
こ

先
生
で
す
。

押
山
先
生
の
選
曲
は
と
て
も

良
く
て
、
練
習
は
大
変
厳
し
い

の
で
す
が
、
歌
い
上
げ
た
時
、

み
ん
な
の
気
持
が
一
つ
に
な
っ

て
、
そ
の
感
動
は
言
葉
で
は
言

い
表
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

草
野
さ
ん

大
き
な
大
会
に
出

て
み
た
い
気
持
は
あ
る
の
で
す

が
、
家
庭
の
主
婦
の
集
ま
り
な

の
で
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

問

曲
を
仕
上
げ
る
の
に
、
ど

れ
位
時
間
が
か
か
る
の
で
す
か
。

三
浦
さ
ん

大
会
開
催
日
程
に

合
わ
せ
て
、
２
曲
か
ら
３
曲
を

２
ヶ
月
か
ら
４
ヶ
月
か
け
ま
す
。

問

役
場
と
町
民
の
方
に
お
願

－15－

練習は厳しいけれど、
健康に良いそうです。

町
文
化
協
会

町
文
化
協
会�

　   

西
桂
西
桂
コ
ー
ル

コ
ー
ル�
町
文
化
協
会

町
文
化
協
会�

　   

西
桂
西
桂
コ
ー
ル

コ
ー
ル�
町
文
化
協
会�

　   

西
桂
コ
ー
ル�
訪 問 先

発足26周年、現在の会員の皆さん

その13

問

参
加
者
と
活
動
日
、
練
習

会
場
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
浦
さ
ん

町
在
住
の
30
代
か

ら
の
女
性
約
30
名
で
す
。

渡
辺
さ
ん

毎
週
木
曜
日
午
後

８
時
か
ら
９
時
30
分
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ

会
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

問

活
動
と
今
後
の
目
標
は
。

三
浦
さ
ん

合
唱
曲
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

５
月
の
郡
内
お
母
さ
ん
コ
ー

ラ
ス
大
会
、
10
月
の
都
留
市
合

唱
祭
、
11
月
の
町
文
化
祭
と
県

コ
ー
ラ
ス
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

渡
辺
さ
ん

大
き
な
大
会
に
出

る
こ
と
よ
り
も
、
仲
良
く
楽
し

く
活
動
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

問

こ
の
会
に
入
っ
て
声
を
出

し
て
い
る
と
、
病
気
に
な
ら
な

い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

渡
辺
さ
ん

姿
勢
を
正
し
て
体

操
を
し
て
、
お
腹
か
ら
大
き
な

声
を
出
す
と
い
う
こ
と
が
良
い

事
な
の
で
し
ょ
う
。

問

歌
う
こ
と
が
健
康
に
つ
な

が
る
の
で
す
ね
。

三
浦
さ
ん

声
を
出
す
こ
と
は

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
、
朗
ら
か
に
な
り
ま
す
。

問

指
導
者
は
。

い
す
る
事
は
あ
り
ま
す
か
。

三
浦
さ
ん

若
い
方
の
参
加
が

ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
地
元

に
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
、
伴
奏
を
し
て
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
清
水

先
生
は
都
留
の
方
で
、
無
理
な

時
間
を
割
い
て
来
て
い
ま
す
。

役
場
に
は
発
表
の
場
と
し
て
、

音
響
施
設
の
あ
る
多
目
的
ホ
ー

ル
を
造
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

広
報
委
員

各
団
体
か
ら
の
要

望
が
多
け
れ
ば
、
私
た
ち
も
応

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

議
会
だ
よ
り
の
感
想
は
。

渡
辺
さ
ん

町
の
様
子
が
分
か

り
ま
す
。

部
　
長
　
三

浦

初

美

副
部
長
　
渡
辺
ふ
じ
よ

同
　
　
草

野

美

冶

（

）

く
さ
の

み
は
る

わ
た
な
べ

み
う
ら

は
つ
み



���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ

���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ

���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ

���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ

���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢

編
集
メ
モ

編
集
委
員
長
　
川
村
　
俊
夫

副
委
員
長
　
前
田
　
憙
信

委
　
　
員
　
高
尾
佐
武
郎

委
　
　
員
　
滝
口
　
憲
一

委
　
　
員
　
宮
下
　
友
義

今
年
は
大
き
な
台
風
も
な

く
実
り
の
秋
を
迎
え
、
田
ん
ぼ

か
ら
ワ
ラ
の
良
い
香
り
が
し
ま

す
。今

、
日
本
は
以
前
よ
り
不
況

で
す
。
当
町
の
製
造
業
も
各
業

種
と
も
厳
し
い
状
況
で
す
。
し

か
し
世
界
の
中
で
は
、
ま
だ
日

本
は
幸
せ
で
す
。
テ
ロ
に
お
び

え
、
今
日
の
食
べ
物
が
無
い
国

も
多
く
あ
り
ま
す
。
「
上
見
て

進
め
　
下
見
て
暮
ら
す
」
の
言

葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

編
集
委
員
と
し
て
は
町
民
の

皆
様
に
議
会
の
傍
聴
も
お
願
い

し
た
い
の
で
す
が
、
昼
間
の
議

会
で
は
時
間
的
に
無
理
か
な
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
土
、
日
あ

る
い
は
夜
間
の
開
催
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
議
会
だ
よ
り
を

通
し
、
町
政
を
わ
か
り
や
す
く

町
民
の
皆
様
に
伝
え
る
事
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

前
田

発行人／西桂町議会議長　石原　滋　　　　編集／西桂町議会広報編集委員会

作
戦
（
全
議
員
）

15
日
○
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

（
全
議
員
）

19
日
○
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
説
明

会
・
倉
見
上
町
地
区

（
地
区
議
員
）

22
日
○
決
算
監
査

（
24
日
ま
で
、
川
村
議
員
）

26
日
○
事
業
所
別
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
正
副
議
長
、
総

務
正
副
委
員
長
）

30
日
○
議
会
運
営
委
員
会

（
７
月
臨
時
会
運
営
協
議
）

○
地
域
ふ
れ
あ
い
座
談
会

議
会
の
う
ご
き

（
全
議
員
）

９
月

１
日
○
町
防
災
訓
練
（
全
議
員
）

７
日
○
町
敬
老
会
（
全
議
員
）

15
日
○
中
学
校
学
園
祭
・
体
育
祭

（
全
議
員
）

16
日
○
小
学
校
運
動
会

（
全
議
員
）

29
日
○
保
育
所
運
動
会

（
副
議
長
、
総
務
委
員
長
）

30
日
○
町
慰
霊
祭
（
全
議
員
）

10
月

３
日
○
中
学
校
校
舎
建
設
委
員
会

（
全
議
員
）

７
日
○
町
民
運
動
会
（
全
議
員
）

７
月

13
日
○
中
学
校
校
舎
先
進
校
視

察
（
全
議
員
・
韮
崎
東

中
、
富
士
見
高
原
中
）

20
日
○
町
民
年
齢
別
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
（
全
議
員
）

24
日
○
議
会
運
営
委
員
会

（
７
月
臨
時
会
運
営
協
議
）

８
月

２
日
○
ウ
コ
ン
畑
草
取
り

（
全
議
員
）

８
日
○
環
太
平
洋
キ
ャ
ン
プ
交

流
会
（
正
副
議
長
）

11
日
○
三
ツ
峠
周
辺
ク
リ
ー
ン

８月８日開催、環太平洋キャンプ交流会

炬
きょ

火リレー隊入場　10月７日町民運動会にて

初期消火訓練　９月１日開催、町防災訓練にて




